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御所のまちなみ

奈良女子大学 工学系教授 藤田盟児
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古建築の残り方
江戸～明治中期
明治末期～大正
昭和初期～戦前
昭和後半
近年
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最近の事例
福井県

今庄宿
伝統的建造物
伝統的建造物
建築物 工作物
118 20

種別 員数
主屋 34
付属屋 12
土蔵 72

種別 員数
門 9
塀 4
門柱 3
石垣 1
その他 3

伝統的建造物（建築物）の位置
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最近の事例

今庄宿

新町 仲町

上町 上町

保存地区の町並み

5

鳥取県 若桜町

種別 数
イトバ
・ホリ 15

石積
護岸・
石垣

34

石橋 25

門・塀 5

種別 数
水路 14
庭園
・庭池 3

伝統的建造物と環境物件

伝統的建造物（建築物）の位置

種別 数
主屋 51
土蔵 19
附属屋 3
寺院 9
倉庫 4

伝統的建造物 環境物件建築物 工作物
86 79 17

新町

中町

上町

下町

農人町

若桜鬼ヶ城

山田町

西町
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伝統的建造物（建築物：町家）

若桜町若桜伝統的建造物保存地区

中町周辺の町並み

明治時代に防火のために道路を拡幅した。

7

御所の町家の特色

重要文化財・吉村家住宅
（屋根は18世紀後期の改造）

御所まちの赤塚家
（18世紀中期）

大和棟の町家
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改造された2階＝ツシ2階
の意匠

ツシ2階建の町家

9

2階建の町家

手摺りや雨戸
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瓦葺へ改造された大和棟の町家
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編年表

面

1/30 1/40 1/70

突き止め溝

13

大和棟と町家の構造の類似

木村家（18世紀後期）屋根裏 澤村家横向店（17世紀中期）土間

14
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大和棟は、高壁造り

• 応仁の乱（15世紀後期）のころ、京都の酒屋や金融業
者らは、「高壁」「面壁」と呼ぶ町家（板葺）に住んでい
た（高橋康夫）。

↓
• 京都やその他の地域では卯建のある町家になるが、
奈良町では茅葺の高壁造りの町家が生まれたのでは
ないか。

↓
• 18世紀後期から、商業を営む豪農の家も高壁造りにな
る。

↓
• 戦後、高壁造りは、大和棟の民家と呼ばれるようにな
る。

15

残された意匠

落棟形式

卯建（うだつ）

16
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大和棟の町家にだけある丸太天井

17

離れ座敷ともてなし文化

（タマキチ洋品店　藤田 16）

80

　　　第３章　町並みの構成

主屋は、桁行５間、梁間４間、2 階建の主屋に、桁行２間、
梁間３間、ツシ 2 階建の、落棟が接続する。前面に桁を
４分１間出して庇をつくり、出格子の上部と袖壁で腕木を
支える。先端を銅板葺にした桟瓦葺の庇が付く。主屋の座
敷側の背後に離れ座敷があり、店側の背後に風呂・便所棟
がある。敷地奥には主屋と平行な土蔵が立つ。
　間取りは、向かって左側 2 間半が居室で、道路側に 6 畳、
奥にブツマと呼ぶ 8 畳がある。残り右側 4 間半が店舗で、
居室に沿って幅１間の座売りの床上があり、あとは棚に囲
まれた土間である。その奥側の幅1間が４畳間と板の間で、
裏庭に出る通路を取って土間の台所がある。外観は、6 畳
に出格子を付け、座売りの１間分にタイル目地の腰壁をも
つショウ・ウィンドウを作り付け、雨戸覆いを付けている。
店舗の土間部分は引違いガラス戸を入れ、端に雨戸を仕舞
う縦板張りの戸袋を作る。2 階は、1 間々隔で土壁と格子
窓を並べ、両端に袖壁を付ける。落棟部分は中央 1 間を
虫籠窓風のガラス戸にし、右端だけ袖壁を付ける。すべて
真壁造である。
　離れ座敷は、桁行４間、梁間２間、切妻造、平屋、桟瓦
葺で、桟瓦葺の下屋を四方に廻す。８畳の続き間で奥に座
敷飾りがある。貼付壁の床の間や人物画を描く金泥障子な
ど格式が高い意匠である。風呂・便所棟は、桁行６間、梁
間１間、切妻造、平屋、桟瓦葺で、主屋に近い 1 間半を
土間の客室に改造してあり、風呂、便所、物置が並ぶ。土
蔵は、桁行６間半、梁間３間、切妻造、桟瓦葺、平入で、
平屋であるが 2 階建の高さがあり、高い室内空間に和小
屋を架けている。
　吉之助（現当主）の祖父が、神宮町で大和絣を商ってい
た玉手屋吉兵衛から分家したので玉吉商店というが、最初
は六軒町で自転車販売によって洋装品を売る玉吉分店を
開業し、昭和 9 年に当地を山本秀雄から購入して改装し、
転居してきたという。当時の見積書が保存されており、各
種建築資材費が詳細に分かる。また、姿図付きの建具単価
表があり、現在使われている建具の昭和初期の価格が判明
する。土蔵の屋根を修理した際に降ろした鬼瓦に「柏谷庄」
「常門村瓦師」「天保十四年卯三月吉日」などの刻銘があり、
土蔵は奥野貞介家W-002 家主屋が建てられた翌年の天保
14 年（1843）に建てられたことが分かる。
　主屋は、転居してきた昭和初期に建てられたと伝わり、
離れ座敷も含めて多くが昭和初期であるが、は蔵と同時代
（天保 14 年）のものである。落棟の小屋組と１階の軸組
に昭和初期よりも古く見える材が混じる。あるいは昭和９
年に購入した後、現在の姿に改造したのかもしれないが、
詳細は不明である。以前は土間に面してミセの間があり、

上手の 6 畳も「ショージ」を上げて店として使っていた
ということから、道路に面してバッタリ床几があったと思
われ、これも昭和初期の建造とは思えない点である。今は
通路のような庭側の 4 畳は、もとは囲炉裏がある食事部
屋で、台所の位置に竈があったという。
　玉吉洋品店当家は、西御所の繁華街に昭和初期の店舗の
姿を良く伝えており、落棟と大小の袖壁がある変化に富ん
だ 2 階の形や、先端を銅板葺にした軽快な庇と収納式の
日除けを設置した 1 階の造りは、町並み景観に活気を与
えており、昭和初期の御所の景観を偲ぶ景観的価値をもっ
ている。建設時の資料が残り、御所の近代建築の研究に役
立つ。離れ座敷は、御所町人の高い文化レベルを良く示す
立派なものである。天保 14 年（1843）建造と判明する江
戸時代の土蔵も、歴史的・文化財的価値がある。

■Ｗ－ 020　 主屋：構造形式：桁行 14.6m、梁間 8.0m、2階建、切妻造、平入、桟瓦葺　　
建築年代：昭和初期（売買証書）
土蔵：構造形式：土蔵造、平屋建、切妻造、桟瓦葺
建築年代：天保 14年（1843）（鬼瓦銘）

外観

配置図（S=1/500）

離れ座敷

土蔵

母屋
落棟

風呂棟

道路

御所の町家の標準的構成
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出入り口の変化

吊り上げ（or 擦り上げ）大戸 片引子持戸＋戸袋

大型ガラス引違戸（大正〜） モダン

20
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表構の変化
ミセの前

持ち送り

伝統的意匠→モダン→アールデコ

21

変化する室内意匠

伝統→革新→モダン→アールデコ

22
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重要伝統的建造物群保存地区

• 町の住民と自治体が、自分たちの町の歴史的景観を守りつつ、その上に
たって将来の街づくりをしていくための制度。

• 伝統的建造物群保存地区は、市町村が条例と都市計画で定める。

• 調査によって保存すべき対象を詳細に明らかにし、対象物の特定と、保存
活用の対策を定める。これを保存計画と呼び、そこに定めた方針に従って今
後の整備・運営を行う。

• 具体的には、特定物件を定めて、それを修理するときの基準（修理基準）と、
増改築や新築の際のデザインの方向性（修景基準）を定め、それらに従った
修理・修景の場合は、工事費の補助や技術的・税制的援助が受けられる。

• 許可基準を設けて、町並みを壊す開発を制限する。

• 以上を定めると、国（文化庁）に届け出て、重要伝統的建造物群保存地区に
選定され、国からの財政面・技術面でのサポートが受けられる。

23

選定基準別の割合
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昭和五⼗年⼗⼀⽉⼆⼗⽇ ⽂部省告⽰第157号
伝統的建造物群保存地区を形成している区域のうち
次の各号の⼀に該当するもの
(⼀) 伝統的建造物群が全体として意匠的に優秀な
もの （選定当初に多い）
(⼆) 伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持し
ているもの （近年多い）
(三) 伝統的建造物群及びその周囲の環境が地域的
特⾊を顕著に⽰している（農⼭村や⾨前町に多い）

24
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重伝建地区の種類
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在郷町

宿場町

商家町

25

文化財的価値

世界文化遺産の５つの価値指標

①形態と意匠

②材料と材質

③伝統と技術

④用途と機能

⑤立地と環境

⑥精神と感性

この6つの指標をどのように守るかを考える。

原理

26
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保存すべきもの

まちなみや古建築は、人々の記憶を継承するため
のもの。

その記憶が住民のプライドになり、プライドが地域
社会を存続させる力になる。

• アイデンティティと記憶
私と世界のつながりを意味する物語（幼少時の
記憶）が、「アイデンティティ＝私が私であってよい
理由」の根拠になる。

27

歴史まちづくり法と連携する

28
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再生と歴史的環境 (Regeneration and the Historic Environment)

• ヘリテージは、地域の社会的、経済的再生の触媒。歴史的環境は、Sense 
of Place（ある場所を大事に思う感覚）の中核をなす。場所の変化の仕方、
その場所の歴史の意義を知ることは、持続可能な再生のキーワードである。
過去を知ることは、未来への道筋を示す。

• １、修理のほうが新築より経済的である。
• ２、再利用は場所感覚を研ぎ澄ます。
• ３、大規模新築は歴史的特徴を喪失させる。
• ４、再利用建物は、中古市場でプレミア品となる。
• ５、歴史的環境の再生は魅力増進により、仕事を作る。
• ６、外部からの投資を呼び込む。
• ７、歴史的環境は生活の質を向上させる。
• ８、歴史的な環境は、地域イベントの主要な場所となる。
• ９、地方自治体の歴史的建造物及び考古学の専門職を
置くことが重要。

29

重伝建地区の経済

• 年間1000万の修理×3軒だとすると、
• 800万の補助金×3＝2400万の補助金が必
要。

• 国が1200万、県と市が600万ずつ出す。

• 所有者負担は、１０００万あたり２００万
• 解体するよりも資産価値が残る。

30
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観光への効果
昭和51年 秋田県角館（42年、263万人）

南木曽町妻籠宿（240万人）

昭和54年 高山市三町（40年、462万人）
倉敷市倉敷川畔（70年以上、430万人）

妻籠角館

31

昭和56年 福島県大内宿
(37年、2009年に120万人。震災で現在は80万人)

昭和57年 広島県竹原市
（36年、マッサンで50万人→30万人）

昭和62年 島根県大田市大森銀山
（31年、世界遺産登録直後の201２年に80万人。現在は45万人）

大内宿 大森銀山

32
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東町ひがし（茶屋町） 主計町（茶屋町）

34




